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【課題の概要】 

細胞競合は上皮細胞組織内の同質な細胞のうち、遺伝的、

代謝的、分化段階などのばらつきを持つ細胞集団の間で起き

る競合的な相互作用であり、勝者細胞が敗者細胞を排除する、

あるいは敗者細胞の細胞死をもたらす現象である。 

本研究は、細胞競合を引き起こす細胞間認識の分子基盤を

同定することを目指して、哺乳動物細胞とショウジョウバエ

を用いた分子スクリーニングを行い、双方の結果を活用し合

うことで細胞競合メカニズムの理解を深めるものである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 目的の分子が同定されれば、それらの機能解析を通じて、

様々な実験条件で起こる細胞競合現象に共通する分子メカニ

ズムの存在の有無を確かめられる。 

また、細胞競合マーカーの同定を通じて、上皮組織の恒常

性と品質管理の仕組みについて理解が深まることが予想され

る。さらに、前癌化細胞の排除機構や、その仕組みの破綻が

癌の増悪を招く現象について理解が進めば、医療への波及効

果も大きくなるものと期待される。 
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